
会議結果資料

会議の公開

について

(概要)

1 日時 令和８(2026)年8月３日(月)　14:00~15:00

2 場所 栃木県庁 北別館201会議室

3 出席者 委員６名

4 議題及び議事

①　栃木県建設産業担い手確保・育成の基本方針（案）についての主な意見

②　インフラトレーニングセンター基本計画（案）についての主な意見

※ 会議の公開について　公開

電話　０２８－６２３－２４０３

FAX　０２８－６２３－２３９２

会 議 結 果 の お 知 ら せ
付属機関等

の名称
栃木県建設産業における担い手の確保・育成に係る基本計画策定検討委員会

問い合わせ先 (栃木県建設産業における担い手の確保・育成に係る

基本計画策定検討委員会事務局)

栃木県県土整備部技術管理課　技術調整担当

公開

　「栃木県建設産業における担い手の確保・育成に係る基本計画」の策定に当たり、産学官それぞれの立

場から専門的かつ多角的な意見をいただくため、標記委員会を開催しました。

　会議の結果については、下記のとおりです。

・建設業界と高校が連携した人材育成の取組は県内建設業への就職促進に成果を上げており、インフラト

レーニングセンターにおいても生徒や教職員を含めた人材育成や建設業の魅力発信を推進し、将来の担い

手確保につなげることが重要との意見があった。

・建設業従事者の減少がインフラの維持管理等に及ぼす影響を踏まえ、課題認識をより具体的に記載すべ

きとの意見があった。

・日本のインフラ技術や維持管理を支える建設産業の重要性を踏まえ、現場経験を重視した実践的な人材

育成や建設現場への理解促進が重要との意見があった。

・建設業の担い手確保・育成に当たっては、若者や未経験者だけでなく、経験者の復職やリカレント教育

も視野に入れた幅広い人材の活用が重要との意見があった。

・高校とインフラトレーニングセンターが連携し、DX・ICT分野を含む建設人材の育成や課題解決に向け

た取組を推進することが期待されるとの意見があった。

・教員養成や設備整備などの計画的な実施に向け、インフラトレーニングセンター開設までの工程やロー

ドマップを明確に示すことが必要との意見があった。

・建設産業への関心を持つ人材の裾野を広げるため、業界未経験者を含めた幅広い人材の参入促進や、若

者の関心を高める効果的なPRが重要との意見があった。


